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された。同勧業博覧会は 1903（明治 36）年 3 月 1 日から 7 月 31 日の間、現在の新世界から天
王寺公園の一帯で開催された博覧会で、「内国」といいながら海外数カ国からの出展もあり、
ミニ万国博覧会の性格を持った。人気を博し入場者数は 435 万人を数えた。
　博覧会閉会後の 9 月、その跡地 10 万坪の利用計画が大阪市会で審議され、約 4 万 5 千坪を



















　1911（明治 44）年 8 月 2 日、大阪土地建物株式会社（資本金 300 万円）が正式に設立され、
社長に土居通夫が就任し、実務は常務に就任した宮崎が取り仕切った。
　大阪財界のリーダーであった土居通夫は、1837（天保 8）年に伊予国宇和島に宇和島藩士大
塚南平祐紀の 6 男として誕生している。1865 年に宇和島藩を脱藩したのち大坂において高池
三郎兵衛家に奉公した。1868 年には明治政府が運営する大阪運上所に勤務しその後、鉄道掛
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　その後、土居は 1881（明治 21）年に大阪電灯と明治紡績の社長に就任した。1895 年、大阪
商業会議所会頭となり、1899 年に第 5 回内国勧業博覧会期成同盟会会長に就任し、1903 年に
その大阪開催を実現させた。
　そうしたなか、1911 年に土居の周辺の財界メンバーに大土地の構想が生まれ具体化していっ





　2 月 20 日には大阪ホテルで発起人会が開催された。この発起人会では次の 5 人が創立委員
に選出された。
　土居通夫（委員長）、宮崎敬介（常務委員）、藤本清兵衛、高倉藤平、磯野良吉
　この発起人会では、総株式発行数 6 万株のうち 4 万株を発起人が引き受け、他を公募するこ
とにし、取引銀行として三十四、浪速、山口、北浜、近江、藤本、加島の 7 行が担当したが、「時
好」にのって応募者が殺到し、申込み株数は 448 万株に達した（6）。
　5 月 21 日、第 1 回創立委員会が開かれ、その後 7 月 5 日に大阪市長に土地払い下げを申し
入れている。この間、土居は天王寺公園で開かれた各種博覧会を視察したり、東京上野の展覧
会場の見学を行うなどして事業構想を練っていた。




























　1911（明治 44）年 9 月から始まった新世界の建物や街区の設計は大土地の顧問に就任した




　着工後 4 か月あまりの 1912 年 1 月、難波新地・千日前に大火災が起きた。大土地はライバ
ルの難波・千日前が復興する前にオープンにこぎ着けようと新世界の工事を急がせた。こうし







経営情報研究　第 28 巻第 1・2 号（2021 年 2 月）, 129−149 ページ
であった。そうした市の方向性に対応した形で「新世界」ルナパークの設計・事業計画がつく






















　こうしたなかで、1915（大正 4 年）7 月に新世界に雇仲居（やとな）小雪倶楽部が置かれ、
雇仲居（酌婦）の派遣が始まった。雇仲居は芸妓と同様の営業を行い「大正芸妓」とも呼ばれ
た。彼女たちの花代（料金）が安いため多数の遊客を引き寄せ、それに対応して雇仲居が急増
した結果、1916 年 10 月には酌人 347 人、置屋 18 軒、料理屋 200 軒を数えた。大正検、二葉





























  その歴史的経緯を見ると、1872（明治 5）年のマリア・ルーズ号事件による外国からの日本
批判を契機に明治政府は、「芸娼妓（等）解放令」を布告し、人身売買を禁じ、「娼妓芸妓年季
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  しかし、その認可が下りたのは、火災後 4 年を経た 1916（大正 5）年 4 月であった。認可ま
でにかなりの時間がかかり、遊廓経営者らのなかには資金難に陥ったものが出たため、そこで、
天王寺村長や同地の大地主であった高倉藤平らが資金を出すとともに、各地主の土地を集積す
ることで開発をスムーズに進捗させる目的をもって、1916（大正 5）年 8 月に阪南土地建物株
式会社（当初資本金 150 万円）が創設されたのである。
　同社は土地を 5 級に区分し「標価」を定め、それの 20 分の 1 の寄付を各地主から求め、そ
れに高倉による出資分を加えて、申し込みのあった 106 軒の家屋を建設、賃貸した。また、開
業希望者には 1 軒あたり 2500 円の資金を「供給」した。こうして 1918（大正 7）年 12 月 27
日に開業した飛田遊廓は、当初は楼主が「タッタ七名、抱擁の娼妓は総数これもタッタ三十名」
表２．大阪の花街
名称 創設年 茶屋軒数 芸娼妓数
新町遊廓 元和・寛永期 166 900 
堀江遊廓 宝永期 156 500 
曾根崎新地組合 天和年間 161 530 
南地五花街 徳川末期頃 500 2,100
松島遊廓 明治初年 257 3,500
飛田遊廓 大正7年 230 2,800 
住吉同盟組合 大正10年 130 380 
南陽組合 大正11年 172 500 





























　『経済雑誌ダイヤモンド』（1931 年 7 月 11 日）によって、不況下の 1931 年上期における同
社の経営状況を一瞥すると、表 3 のように収入において賃貸料が圧倒的な比率を占めていた。
1931 年 5 月末の「貸借対照表」では、同社資産のうち土地が 294 万 3 千円、建物 369 万 8 千
円となっていた。前者の土地所有は大阪市内住吉区山王町（新世界）と松田町（飛田遊廓）2









社は電気工作物 54 万円、上水道工作物 3 万 4 千円を資産として計上していた。さらに、同遊




















賃貸料 531 営業費 156
通天閣収入 15 諸税金 100
建物売却金 12 建設費 3














に強め、1920 ～ 30 年代には「官能的な刺激をもとめる人々の遊び場として根強く生き残」った。
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